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コ
ス
モ
ポ
リ
ス
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
生

i
l

モ
ダ
ン
上
権
の
形
成
過
程
を
手
が
か
り
に
i
|
-

〈
要
旨
〉

一
八
四
一
一
一
年
の
開
港
を
機
に
近
代
都
市
的
な
伎
活
基
殺
が
殺
悦
服
さ
れ
始
め
た
上
海
。

一
九
三
0
年
代
に
は
役
界
第
五
の
都
市
に
な
る
。
こ
の
奇
跡
に
つ
い
て
は
多
く
の
議
論

が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
上
海
研
究
は
八

0
年
代
か
ら
多
様
化
す
る
が
、
社
会
学
の
領
域

で
は
あ
ま
り
成
果
は
な
か
っ
た
。

本
論
文
で
は
二
人
の
燈
史
砂
十
私
自
の
業
紡
を
絞
り
上
げ
る
。
円
、

m
p
F
8
O
F
F
P
~
S
2
1
2

ミ
ミ
町
三
と
宮
出

S
A
g
o
-
匂
令
吉
町
民hb内
需

S
P

句
き
で
あ
る
。
宮
内
は
都
市
上
海
が

上
海
人
の
精
神
生
活
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
を
追
求
し
た
。
組
問
芥
上
海
で
生
ま

れ
た
「
生
活
機
式
」
が
削
除
減
上
海
な
ど
を
巻
き
込
み
、
ア
i

パ
ニ
ズ
ム
は
作
り
上
げ
ら

れ
る
。
一
方
、
E

は
県
城
上
海
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
出
発
し
、
そ
の
延
長
線

上
に
租
界
上
海
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
位
鐙
づ
け
よ
う
と
す
る
。

-
一
人
の
箸
作
を
社
会
学
的
に
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
上
海
の
爽
な
る
悶
像
に
巡

遊
す
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
的
、
西
洋
的
な
文
化
の
巨
大
な
感
党
器
官
と
仲
介
に
な
っ

て
い
っ
た
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
と
、
中
日
間
小
都
市
と
の
綴
縁
性
を
持
つ
県
浮
か
ら
広
げ
て
い
っ

た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
そ
れ
で
あ
る
。
二
人
の
議
論
の
お
一
一
点
は
巡
っ
た
が
、
と
も

自華

に
近
代
都
市
上
海
を
、
関
川
什
と
中
国
及
び
中
間
待
地
の
文
化
が
融
合
さ
れ
生
ま
れ
た
、

人
々
の
生
き
ら
れ
た
新
し
い
な
悶
と
し
て
摘
さ
出
そ
う
と
し
た
。
近
代
上
海
を
定
着
さ

せ
た
影
響
の
中
で
も
無
視
で
き
な
い
力
は
住
民
の
行
為
で
あ
る
。
人
々
の
近
代
化
に
対

す
る
不
印
刷
の
適
応
は
、
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
共
生
す
る
モ
ダ
ン

上
海
と
い
う
、
一
つ
か
つ
て
な
い
文
化
へ
と
導
い
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

公
共
空
間
、
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
、
虫
干
汗
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
共
生

モダン L海の形成jf，主将を手がかりにャーコスモポリスと抱域コミュニティの共生135 



1 

上
海
研
究
の
系
譜

中
国
の
歴
史
の
中
で
、
上
海
は
そ
れ
ほ
ど
古
い
町
で
は
な
い
。
そ
こ
は
豊
富

な
資
漉
も
な
く
、
政
治
や
軍
事
の
中
心
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
た
だ
し
当

持
の
中
日
出
政
府
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
海
禁
が
全
語
解
除
さ
れ
る
と
、
そ
の

恵
ま
れ
た
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
、
k

海
は
物
流
の
中
心
と
な
り
、
十
八
世
紀

の
山
中
墳
か
ら
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
注
自
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え

上
海
は
な
お

つ
の
県
城
を
市
中
心
と
し
た
中
国
の
地
方
街
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
一
八
四

の
開
港
で
、
も
と
も
と
の
市
指
地
で
あ
る
上
海
県
域

変
し
た
。
近
代

の
北
方
の
荒
地
に
外
国
入
居
間
開
地
が
設
定
さ
れ
る
と
事
情
は

都
市
的
な
生
活
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
こ
の
区
域
は
組
界
と
呼
ば
れ
、
上
海
県
域

は
華
人
の
区
域
と
い
う
意
味
で
次
第
に
肇
界
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
一
八
五
三
年
九
月
の
小
刀
会
の
務
起
と
上
海
県
域
の
占
領
に
よ
り
、
中
国

人
が
租
界
に
避
難
し
て
く
る
と
、
葉
洋
雑
居
の
簡
面
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

租
界
の
人
口
や
貿
易
の
規
模
な
ど
は
一
気
に
拡
大
し
、
組
界
は
新
し
い

E上
海
の

コ
ア
に
な
っ
て
い
く
。

一
九
一
一
一
0
年
代
、
開
港
か
ら
在
年
も
綬
な
い
う
ち
に
上

海
は
世
界
第
五
の
都
市
に
な
る
。
こ
の
奇
跡
的
な
都
市
上
海
の
生
長
軌
跡
は
人
々

の
際
、
む
を
ひ
き
、
様
々
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

本
格
的
な
上
出
研
究
は

九
二
0
年
代
頃
に
始
ま
る
。
そ
の
野
一
践
を
飾
る
の

が
王
揖
唐
の
で
ふ
海
租
界
問
題
』
(

一
間
)
で
あ
る
。
以
後
、
現
在
に
至
る

1L 

ま
で
、
租
界
の
問
題
は
上
海
研
究
の
重
要
な
試
金
石
と
な
り
続
け
、
組
問
介
の

味
や
役
割
の
捉
え
方
が
、
上
海
イ
メ
ー
ジ
を
恨
底
的
に
決
定
し
て
き
た
。
そ
の

研
究
史
は
大
き
く
一
一
一
つ
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
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第
一
の
時
期
は
租
界
と
い
う
問
題
構
成
を
定
礎
し
た
一
九
二0
年
代
か
ら
四

0
年
代
の
研
究
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
焦
点
は
例
外
な
く
、
租
界
お
よ
び
租
界

と
外
悶
の
関
係
だ
っ
た
。
中
国
人
研
究
者
は
主
権
問
題
を
議
論
し
、
欧
米
研
究

者
は
剖
洋
人
の
行
為
を
美
化
し
、

日
本
人
研
究
者
は
臼
本
と
の
関
係
に
注
目
す

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
上
海
県
域
の
封
建

都
市
と
租
界
上
海
の
近
代
都
市
と
を
対
比
し
、
近
代
都
市
上
海
が
中
国
の
自
力

で
は
な
く
、
欧
米
の
資
本
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
る
捉
え
方
は
一

般
的
だ
っ
た
。

五
0
年
代
か
ら
七
0
年
代
ま
で
の
時
期
、
中
国
で
は
階
級
闘
争
の
内
容
が
過

度
に
重
視
さ
れ
、
上
海
研
究
は
空
自
期
と
呼
び
う
る
状
態
に
お
か
れ
る
。
凶
洋

人
研
究
者
の
場
合
、
中
国
の
現
代
化
に
対
し
て
上
海
の
発
展
が
果
た
し
た
貢
献

を
強
調
し
、

一
方
、
戦
争
に
対
す
る
反
省
と
疑
問
か
ら
出
発
し
た
戦
後
日
本
の

上
海
研
究
は
、
上
海
の
近
代
化
を
西
欧
列
強
の
中
国
侵
略
と
そ
れ
へ
の
関
争
の

過
程
と
し
て
考
え
る
儒
向
を
強
め
て
い
た
。
こ
の
時
期
の
研
究
は
、
革
命
運
動

や
借
関
主
義
的
支
配
な
ど
政
治
問
題
に
集
中
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ

て
い
る
。

こ
う
し
た
上
海
研
究
に
決
定
的
な
変
化
が
み
ら
れ
る
の
は
八

0
年
代
以
挫
の

こ
と
で
あ
る
。
八
0
年
代
に
中
国
で
開
放
政
策
が
実
路
さ
れ
、
学
術
研
究
の
場

に
自
由
な
空
気
が
戻
り
始
め
る
。
国
外
研
究
者
が
上
海
研
究
を
す
す
め
る
こ
と

も
容
易
に
な
り
、
そ
の
研
究
は
漸
く
政
治
観
念
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
と
く
に

九
0
年
代
に
入
り
、
米
国
の
バ
ー
ク
レ
ー
や
コ

i

ネ
ル
大
学
な
ど
で
、
上
海
研

究
グ
ル
i

プ
が
形
成
さ
れ
、
九
五
年
に
世
界
的
な
ア
ジ
ア
研
究
誌
吋
ア
ジ
ア
研



究
季
刊
』
で
上
海
特
集
が
組
ま
れ
る
な
ど
、
上
海
研
究
へ
の
住
目
度
は
非
常
に

問
問
く
な
っ
て
い
っ
た
。

で
は
上
海
研
究
の
盛
行
に
対
し
、
社
会
学
の
果
た
し
て
き
た
役
割
は
と
い
え

ば
、
残
念
な
が
ら
、
目
を
見
張
る
成
巣
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一

九
九
九
年
、
社
会
学
の
視
点
か
ら
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
二
つ
の
大
き
な
業
績

が
発
表
さ
れ
る

o
z
p
F
g
o
c
s
F
P忌
2
1
2
ミ
ミ
町
三

-
H
E町
、
。
ミ
ミ
蒜

ゐ
\
む
沼
町
宅
建
守
室
内
定
吉
之
宮
内

F
Nミ
む

ζ

凶
。
，
~
司
会
と
E

出
S
A
g
o

ゆ
切
除
位
、
。
混
乱

H
E
同
誌
向
。
ミ
ロ
何
M
M
H
h

・
2

町
、
可
処
。
、
忌
む
辺
白
川
M
E
~
3
S
同
町
む
品
、
同
豆
、
室
町
九
町
込
町
内
ミ
ミ
ミ
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
は
、
都
市
上
海
を
そ
こ
に
楼
む
人
々
の
生
き
ら
れ
た

世
界
と
し
て
描
き
出
そ
う
と
す
る
。
上
海
の
都
市
像
は
、

そ
こ
に
棲
む
人
々
の

相
互
行
為
の
産
物
と
し
て
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

同k
g

の
著
作
の
詳
細
は
、
第
二
章
で
論
じ
る
が
、
彼
は
ジ
ン
メ
ル
の
「
大
都

市
と
精
神
生
活
い
を
妨
衡
と
さ
せ
る
や
り
方
で
、
都
市
上
海
が
上
海
人
の
精
神

生
活
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
て
き
た
か
に
つ
い
て
、
多
面
的
か
つ
執
撒
に
追

求
す
る
。
租
界
上
海
で
生
ま
れ
た
「
生
活
様
式
」
が
県
域
上
海
な
ど
の
肇
界
を

も
巻
き
込
み
席
巻
す
る
と
い
う
動
き
の
極
限
に
、
上
海
の
ア

i

パ
ニ
ズ
ム
は
作

り
上
げ
ら
れ
る
。

対
す
る
宮
は
、

ア
メ
リ
カ
都
市
社
会
学
に
お
け
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
手

法
に
従
い
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
に
視
点
を
定
め
、
上
海
の
都
市
イ
メ

i

ジ
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
。
彼
は
県
域
上
海
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
出

発
し
て
、
そ
の
延
長
線
上
に
租
界
上
海
の
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
位
罷
づ
け

ょ
う
と
す
る
。

行
目
白
に
と
っ
て
、
県
域
上
海
が
租
界
上
海
に
よ
っ
て
席
巻
さ
れ
、
支
配
さ
れ

る
受
動
的
存
在
だ
と
す
れ
ば
、
円
と
に
と
っ
て
は
、
租
界
上
海
は
県
城
上
海
に

よ
っ
て
間
繰
さ
れ
浸
食
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。

」
の
二
つ
の
著
作
の
テ
l

マ
は
異
な
る
が
、
と
も
に

。
世
紀
前
半
の
上
海

都
市
と
い
う
研
究
対
象
を
持
ち
、
し
か
も
共
通
の
問
題
意
識
を
潜
在
さ
せ
て
い

る
。
円
込
町
刊
と
宮
の
著
作
に
立
ち
入
っ
て
論
じ
る
こ
と
で
、
両
者
の
相
互
補
完

性
お
よ
び
共
通
の
問
題
意
識
を
議
論
し
、

い
ま
何
故
、
上
海
が
我
々
を
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
魅
了
す
る
の
か
、
そ
の
謎
の
一
端
に
迫
り
た
い
。
こ
れ
が
本
稿
の
課

題
で
あ
る
。

2 

公
共
空
間
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

近
代
上
海
の
影
像
を
捉
え
よ
う
と
し
た
戸

8

が
、
最
初
に
注
目
し
た
の
が
、

摩
天
按
に
代
表
さ
れ
る
外
観
の
変
化
で
あ
っ
た
。

開
港
後
の
上
海
を
そ
の
全
体
像
か
ら
眺
め
た
と
き
、

そ
こ
に
は
出
来
の
姿
を

と
ど
め
た
ま
ま
の
上
海
県
域
と
そ
の
外
部
に
開
拓
さ
れ
た
租
界
で
の
、
新
し
い

市
街
の
無
か
ら
有
へ
の
発
生
と
い
.
う
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
近

代
的
で
物
質
的
な
要
素
は
装
い
を
凝
ら
し
て
次
々
と
舞
台
に
登
場
し
て
く
る
。

摩
天
楼
や
百
貨
店
、
カ
フ
ミ
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
競
馬
場
に
公
園
、
映
画
館
な

ど
西
洋
的
な
公
共
空
間
は
、
こ
れ
ら
要
素
の
登
場
を
自
に
見
え
る
形
で
は
っ
き

り
と
知
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
公
共
空
間
は
隣
接
す
る
上
海
県
域
の
低
い
民
居

や
茶
室
と
の
強
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
生
み
出
し
、
同
時
に
開
港
都
市
上
海
に
お

け
る
新
と
出
、
西
洋
と
中
国
と
い
う
対
照
を
物
語
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
っ
た
。

だ
が
中
国
住
民
に
と
っ
て
生
長
す
る
西
洋
世
界
は
、
踏
み
入
れ
ら
れ
な
い
別

コスモポリスと地域コミュニティの共生一一一モダンヒ海の形成過程を手がかりに一一137 



世
界
で
は
な
か
っ
た
。
華
洋
雑
居
の
開
始
と
租
界
の
発
展
に
伴
っ
て
、
中
国
人

の
活
動
と
上
海
の
中
心
は
県
域
か
ら
租
界
へ
と
移
動
し
て
い
っ
た
。
租
界
に
新

し
い
公
共
空
間
が
出
現
す
る
と
、
中
国
人
は
績
様
的
に
足
を
運
び
、
見
学
の
群

れ
を
な
し
た
。
彼
ら
は
租
界
の
百
貨
店
で
買
い
物
を
し
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
社

交
を
楽
し
み
、
映
臨
館
で
田
洋
の
物
語
を
盤
賞
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
彼
ら

は
都
市
上
海
を
消
費
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
生
産
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
く
。
東
洋
一
の
高
さ
を
誇
っ
た
国
際
ホ
テ
ル
は
一
九
三
四
年
、
中
出
入
の

投
資
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
し
、
南
京
ロ
ー
ド
の
田
大
円
貨
店

も
す
べ
て
、
華
僑
が
投
資
し
た
事
業
で
あ
っ
た
。
一
一
一0
年
代
掲
載
の
記
事
に
は
、

モ
ダ
ン
都
市
上
海
の
風
景
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。

上
海
を
訪
れ
た
ば
か
り
の
民
洋
人
は
次
の
光
景
を
自
に
し
て
驚
く
だ
ろ
う
。

南
京
ロ
i

ド
を
疾
走
す
る
最
新
モ
デ
ル
の
ロ
ー
ル
ス
ロ
イ
ス
は
、
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
通
り
や
フ
ィ
フ
ス
ア
ベ
ニ
ュ
ー
、

P
P
見
送
り
に
並
ぶ
在
貨

店
と
遜
色
な
い
店
の
前
に
止
ま
る
。
そ
し
て
一
歩
、
店
の
中
へ
と
足
を
踏

み
入
れ
れ
ば
、

そ
こ
に
は
西
洋
本
閣
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
が
、
所
狭
し
と
投

べ
ら
れ
て
い
る

o
u
m
m
Rのセ
ー
タ
ー
の
隣
に
は
∞
・
〈
・
0
・
の

剛
山O
ロ
笠
宮
ロ
門
の
香
水
に
2
0
a
Z
5

の
靴
。
百
貨
店
の
中
は
こ
れ
ら
魅
惑

的
な
萌
品
で
溢
れ
て
い
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
プ
ロ
パ
イ
ダ

i

」
と
し
て
、
外
国
と
中
国

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
品
揃
え
の
百
貨
店
の
あ

る
上
海
は

の
製
品
を
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
誇
り
う
る
。
(
∞
富
一
玄
)

上
海
県
域
に
は
茶
室
や
遊
廓
と
い
っ
た
出
来
ど
お
り
の
公
共
空
間
が
依
然
そ

の
影
響
を
残
し
て
い
た
。
し
か
し
租
界
か
ら
始
ま
っ
た
西
洋
的
で
モ
ダ
ン
な
公
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共
空
間
は
中
国
人
の
活
動
の
場
所
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
場
所
が
中
国
住
民
に
、

従
来
の
伝
統
的
な
生
活
と
は
異
な
る
憩
い
と
娯
楽
の
ス
タ
イ
ル
を
提
供
す
る
よ

う
に
な
る
。
そ
れ
は
一
つ
の
現
代
文
化
と
ス
タ
イ
ル
の
受
容
易
}
意
味
し
て
い
る

が
、
-
一
慰
安
な
の
は
そ
れ
が
中
剥
住
民
の
自
主
一
的
な
選
択
の
な
か
で
行
わ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
西
洋
的
な
空
間
と
物
質
は
中
国
の
伝
統
的
な
も
の
と

緒
に
、
k

海
の
風
俗
と
な
り
、
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
新
し
い
空
間
が
寧
ろ
上
海
の
代
表
的

な
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
摩
天
楼
と
同
様
に
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
社
交
ダ
ン
ス
を

踊
る
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
の
女
性
と
中
間
の
伝
統
的
な
服
装
や
背
広
姿
の
男
性
は
、

一
一0
年
代
の
代
表
的
な
上
海
風
俗
図
と
な
っ
た
。

円
四
四
は
公
共
空
間
を
中
心
に
上
海
が
近
代
都
市
と
し
て
の
開
型
を
整
え
て
い

く
経
緯
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
て
い
っ
た
。
物
一
質
的
な
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

は
「
世
界
第
五
の
都
市
上
海
」
、
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
都
市
上
海
」
の
容
貌
を

我
々
に
垣
間
見
せ
て
く
れ
た
。
だ
が
円
込
町
凸
に
と
っ
て
上
海
は
物
質
的
要
素
だ
け

で
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
上
海
の
理
解
に
は
、
さ
ら
に
別
の
要
素
が
重

要
に
な
る
。
彼
は
一
一
一
一
口
う
。

文
化
的
な
意
味
で
、
上
海
を
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
大
都
市
に
し
た
も
の
は

何
な
の
か
。
そ
れ
を
定
義
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
(
∞
豆
一
寸
)

物
質
的
な
要
素
の
一
部
を
な
す
公
共
空
間
は
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
付
着
と
い

う
意
味
で
、
都
市
の
文
化
と
も
関
連
が
あ
る
。
し
か
し
円
。
刊
は
上
海
部
市
の
文

化
を
捉
え
る
に
は
、
こ
の
物
質
的
風
景
を
生
活
の
背
景
と
す
る
、
上
海
の
文
化



人
の
仔
動
に
住
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
う
し
た
彼
ら
の
忘
向
性
を

顕
著
に
示
す
の
が

九
一
一0
年
代
以
降
、
ふ
広
く
流
布
し
た

4

一
つ
の

一「

H寺

代
」
と
「
新
時
代
」
だ
っ
た
お
気
込
品
)
。

西
洋
文
明
は
中
国
人
に
街
繋
を
与
え
、
中
国
の
エ
リ

i

ト
間
に
吉
凶
の
後
進

性
に
気
づ
か
せ
も
し
た
。
そ
れ
は
中
国
文
化
を
会
雨
的
に
否
定
し
な
か
っ
た
が
、

自
国
の
文
化
が
字
む
弊
容
を
過
度
に
強
調
す
る
結
果
、
凶
洋
と
中
国
、
現
代
と

伝
統
、
新
と
旧
と
を
対
立
的
に
捉
え
る
傾
向
を
増
長
さ
せ
た
。
列
強
の
伎
略
、

世
紀
の
転
換
、
帝
政
の
崩
壊
な
ど
外
愛
内
患
の
状
態
に
あ
っ
た
当
時
、

い
文

明
を
誇
っ
て
き
た
中
頭
人
は
、

に
埠
れ
、
そ
れ
を
通
じ
て
時
代
に
み
あ
っ

た
活
気
あ
る
生
活
を
夢
見
る
よ
う
に
な
る
。
ト
L
海
は
古
い
中
間
の
中
に
あ
っ
て
、

最
も
活
気
あ
ふ
れ
る
新
し
い
都
市
と
し
て
映
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
新
」
を
象
徴
す
る
上
海
に
集
ま
っ
た
多
く
の
文
人
は
、
新
文
化
の
伝
嬬
に

関
心
を
寄
せ
る
。
租
界
を
背
景
に
現
代
的
設
舗
や
資
金
な
ど
が
揃
う
上
海
は
モ

ダ
ニ
テ
ィ
と
い
う
観
念
の
、
文
化
産
物
を
緩
み
だ
す
拾
好
の
工
場
と
な
る
。

際
、
ト
L
海
に
は
中
間
で
最
も
多
く
の
出
版
機
構
が
集
中
し
て
い
た
。
と
く
に
福

州
路
界
隈
は
、
北
に
は
組
問
介
で
番
の
大
通
り
南
京
ロ
l

ド
、
南
に
は
伝
統
的

な
空
気
漂
う
上
海
県
域
の
中
心
地
と
い
う
程
界
と
恭
界
の
境
界
に
位
置
し
、

'
Lし

海
の
八
割
の

新
聞
社
が
軒
を
連
ね
、
現
代
文
化
活
動
の
重
要
な
現
場
に

な
っ
て
い
た
。

摩
天
楼
な
ど
の
公
共
空
間
や
凶
洋
的
な
物
質
か
ら
受
け
た
街
懇
を
、
上
海
中

国
人
は
出
版
文
化
の
実
践
を
通
じ
て
、
自
ら
に
昭
り
込
む
活
動
へ
と
展
開
し
て

い
た
。
そ
れ
ゆ
え
門
町
内
は
通
常
、
論
じ
ら
れ
る
よ
う
な
政
治
や
患
想
な
ど
い
い

V
M

な
視
点
で
は
な
く
、
都
市
文
化
を
政
み
だ
す
文
化
吋
胎
と
し
て
の
出
版
文
化
と

い
う
大
衆
的
な
領
域
か
ら
上
海
へ
と
ア
プ
ロ

i

チ
す
ろ
。
そ
の
手
始
め
と
な
っ

た
の
が
、
t

海
で
も
最
も
宵
名
な
商
務
印
書
館
と
良
友
関
書
公
司
と
い
う
一
つ

の
出
版
社
で
あ
っ
た
。

ま
ず
尚
務
印
書
館
の
出
版
し
た
雑
誌
・

そ
こ
に
は
政
府
を

み
る
と
、

越
え
た
民
間
か
ら
の
自
覚
的
な
教
育
役
割
の
遂
行
と
い
う
方
針
が
う
か
が
え
る
。

一
九
O
問
年
に
創
刊
さ
れ
た
吋
東
方
雑
誌
』
で
は
、
「
学
理
を
研
究
、
思
想
を

時
発
、
習
的
を
一
史
正
」
と
い
う
編
集
方
針
が
打
ち
立
て
ら
れ
、
ほ
か
に
出
版
さ

れ
て
い
た
九
つ
の
雑
誌
と
と
も
に
、
学
生
や
主
婦
な
ど
後
々
な
読
者
層
と
需
要

に
対
応
す
る
よ
う
工
犬
さ
れ
た
、
自
学
者
む
け
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
予
亥
ザ
ホ
命
直
後
の
一
九
…
二
年
に
新
教
科
書
と
し
て
発
行
さ
れ
た
「
共
和
国

は
生
活
の
た
め
に
就
職
し
、
十
分
な
学
校
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
人
も
利
用
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九

a

一
一
一
一
年
か
ら九

何
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
東
方
文
庫
と
万
有
文
庫
の
自
的
は
、
「
人
生
に
必

要
な
学
識
を
、

一
般
読
書
隠
に
注
ぎ
込
む
」
こ
と
と
さ
れ
、
万
有
文
僚
の
場
合
、

の
地
に
五
O
O
冊
の
西
洋
学
の
書
籍
が
発
行
さ
れ
た
。

一
方
、
良
友
関
設
公
寸
は
一
九
二
六
年
に
雑
誌
吋
良
友
』
存
阿
部
刊
す
る
。
女

性
の
モ
ダ
ン
な
装
い
や
現
代
的
な
イ
ン
テ
リ
ア
、
健
康
衛
生
や
民
内
外
の
記
事

に
あ
ふ
れ
た
『
良
友
』
は
、
上
海
が
控
界
の
風
を
感
じ
ら
れ
る
現
代
的
な
街
で

あ
る
こ
と
を
読
省
に
伝
え
る
。
こ
の
モ
ダ
ン
都
市
上
海
を
演
出
す
る
「
良
友
』

の
表
紙
の
ほ
と
ん
ど
を
女
性
の
肖
像
、
か
飾
っ
た
。
清
末
の
名
妓
新
聞
紙
が
掲
載

す
る
の
は
娼
婦
の
悶
像
だ
っ
た
が
、

で
は
女
優
や
有
名
人
の
妻
、
女

f 

生
の

に
か
わ
る
。
名
妓
文
化
が
完
全
に
消
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
は
境
代
的
で
尊
敬
で
き
る
女
性
像
と
い
う
、
新
し
い
装
い
の
も
と
に
生
ま

モダン J..海の形成過程を手がかりにコスモポリスと地域コミュニティの共生139 



れ
変
わ
っ
た
。

さ
ら
に
彼
女
た
ち
新
女
性
は
表
紙
ば
か
り
で
な
く
、
雑
誌
の
中
身
で
も
そ
の

姿
を
混
一
小
す
る
。
現
代
的
な
イ
ン
テ
リ
ア
に
閉
ま
れ
た
リ
ビ
ン
グ
や
寝
室
で
く

つ
ろ
ぐ
新
女
性
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優
の
よ
う
な
髪
型
を
し
、
心
円
」
〉
同
ハ
阿
山

M
N
O
〉
叶
∞

を
理
想
的
な
朝
食
に
す
る
。
彼
女
た
ち
は
モ
ダ
ン
な
室
内
か
ら
公
闘
や
百
貸
出
、

映
画
館
な
ど
蝶
々
な
都
市
的
空
間
へ
と
移
動
し
て
、
部
会
の
資
産
階
級
の
生
活

ス
タ
イ
ル
を
演
じ
る
。

だ
が
百
貨
店
や
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
、
映
画
館
と
女
性
の
写
真
を
組
み
合
わ
せ
て

上
海
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
演
出
し
た

は
、
の
ち
に
路
上
の
乞
食
の
ヰ

真
も
掲
載
す
る
。
つ
ま
り
門
目
。
が
坂
り
上
げ
た
「
良
友
』
の
中
の
上
海
に
は
、

少
な
く
と
も
二
つ
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
つ
は
ダ
ン

ス
ホ

l

ル
、
百
貨
店
、
モ
ダ
ン
ガ
l

ル
な
ど
の

で
組
み
合
わ
さ
れ
た
上
海
。

そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
路
上
の
乞
食
や
露
店
の

よ
っ
て
映
し
だ
さ
れ
る

上
海
。
戸
四
回
は
言
う
。

こ
れ
ら
の

の
組
合
わ
せ
で
、
k

海
と
い
う
街
の
興
味
深
い
自
画
像
が

認
わ
に
な
る
。
雑
誌
に
よ
っ
て
都
市
は
、
ま
ず
魅
惑
的
な
も
の
と
し
て
演

出
さ
れ
、

に
埋
め
込
ま
れ
た
想
像
的

つ
ぎ
に
批
判
さ
れ
る
。
ま
る

な
モ
ダ
ニ
テ
ィ
は
巧
妙
な
構
成
に
よ
っ
て
印
刷
さ
れ
、
断
片
化
さ
れ
た
フ
ァ

ン
タ
ジ

l

に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
一
r小
そ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
、
だ
が

同
時
に
写
真
の
同
様
の
極
向
が
、
こ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
リ
ア
リ
テ
ィ
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
暗
示
す
る
。
編
集
者
が
ど
ん
な
に
一

命
、
上
海
の
箆
し
い
一
耐
を
笠
示
し
よ
う
と
し
て
も
、
読
者
の
想
像
力
を

深
く
捉
え
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
モ
ダ
ン
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
方
な
の
だ
。
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(
ω
ζ一
試
)

地
方
出
身
者
で
あ
る
こ
と
を
公
言
す
る
作
家
の
沈
従
文
は

は

山
崎
の
気
鼠
を
製
造
す
る
」
と
批
判
し
た

(
沈'
3
∞
2
S
)
0
だ
が
ま
さ
に
そ

れ
は
「
良
友
』
の
主
旨
と
役
割
で
も
あ
る
。
「
良
友
』
に
は
上
海
あ
る
い
は
都

市
の
現
代
的
気
風
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
額
向
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
想
像

が
現
実
か
ら
ま
っ
た
く
か
け
離
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
も
篠
か
で
あ
る
。
十
自
貨

店
や
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
柏
米
口
聞
の
消
費
が
、
す
べ
て
の
t

海
市
民
に
と
っ
て
ご

く
日
常
的
な
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、

そ
れ
ら
の
も
の
が
k

海
に
存
在
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
上
海
市
民
が
雑
誌
吋
良
友
』
の
描
く

家
庭
生
活
に
憧
れ
、

そ
れ
を
実
践
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
活
字
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
想
像
は
読
者
の
行
動
に
よ
っ
て
具
体
的
な
現
実
味
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。

私
が
こ
う
し
た
都
市
文
化
門
商
務
や
良
友
の
よ
う
な
出
販
産
業
〕
の
人
為

的
な
側
隔
を
強
調
す
る
の
は
、

日
常
生
活
に
対
す
る
文
化
史
家
の
学
問
的

な
関
心
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
都
市
の
そ
ダ
ニ
テ
ィ
の
こ
の
側
面
こ
そ
が

文
化
基
盤
を
的
意
す
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て

こ
の
文
化
基
盤
に
お
い
て
文
学
と
芸
術
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
独
特
の
感

性
が
育
ま
れ
た
の
で
あ
る
お
忠
一
∞

M
)
0

摩
天
楼
や
百
貨
皆
、
そ
こ
に
陳
列
さ
れ
る
品
々
を
輸
入
す
る
動
き
の
中
に
は
、

す
で
に
志
い
意
味
で
の
文
化
の
仲
介
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
文
療
や
教
科



の
よ
う
な
雑
誌
か
ら
は
西
洋
科
学
お
よ
び
生
活
理
念
と
い
っ
た

狭
い
意
味
で
の
文
化
の
輸
入
が
、
か
な
り
の
程
度
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
都
市
文
化
の
「
人
為
的
な
側
面
」
と
い
う
の
は
、

「
輸
入
」
と
い
う
外
部
か
ら
人
為
的
に
も
ち
こ
ま
れ
る
動
き
と
密
接
に
関
連
し

て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
何
時
に
上
海
部
市
の
文
化
基
盤
を
生
み
だ
す
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
、
輸
入
と
い
う
動
き
が
無
視
で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
問
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た
様
々
な
も
の
の
巾
で
も
、

と
り
わ
け
活
発
に
民
洋
と
中
国
と
い
う
文
化
を
仲
介
し
、
上
海
部
市
文
化
の

成
に
深
く
関
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
文
学
作
品
で
あ
る
。

モ
ダ
ン
な
公
共
空
間
で
、
比
較
的
容
易
に
都
市
的
な
感
性
を
感
得
し
う
る
k

海
で
は
、
数
多
く
の
問
洋
文
学
作
品
の
原
作
と
英
訳
、
ま
た
同
∞
心
円
」
日
刃
向
山
や

ベ
民
間
山Z
問
者
〈

O
E
g
m
-

な
ど
の
文
学
雑
誌
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
九
二
O
、
一
一
一
0
年
代
に
は
、
鵠
光
利

や
G
・
B
-

シ
ョ
!
、

ユ
i

ジ
!
ン
・

オ
ニ
i

ル
、
ボ
ー
ル
・
モ
!
ラ
ン
な
ど
の
作
家
が
次
々
と
上
海
を
訪
れ
、
上
海

の
文
化
人
と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
。
そ
し
て
上
海
の
文
化
人
は
西
洋
の
文
学

そ
の
職
人
に
不
可

d

欠
な
役
割
を
担
っ
た
。

作
品
の
翻
訳
に
取
り
組
み
、

最
も
重
要
な
課
題
は
翻
訳
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
閤
洋
言
語
の
テ
キ
ス
ト
を

中
国
語
へ
と
書
き
換
え
る
技
術
的
な
行
為
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
西
洋
と

中
国
と
い
う
文
化
の
仲
介
過
程
と
し
て
、
よ
り
一
時
、
重
視
さ
れ
る
の
で

あ
っ
た

O
B
Y
A
E
品
)

翻
訳
を
過
し
て
上
海
の
文
化
人
は
附
洋
文
学
を
吸
収
、
模
倣
し
、
そ
の
プ
ロ

セ
ス
の
な
か
で
上
海
の
現
代
作
家
と
都
市
小
説
は
誕
生
す
る
。
上
海
部
市
と
関

連
の
深
い
作
家
の
多
く
が
外
出
文
学
を
専
攻
し
て
い
た
も
の
や
、
海
外
留
学
の

経
験
者
で
あ
っ
た
の
は
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
。

九
一
一0
年
代
か
ら
一
一
一
O
年

代
に
か
け
て
活
躍
す
る
彼
ら
の
作
品
は
そ
れ
ぞ
れ
に
掴
性
的
で
は
あ
る
が
、
作

品
の
市
中
で
上
海
を
誘
惑
に
満
ち
た
、
モ
ダ
ン
で
関
洋
的
な
舞
台
と
し
て
描
い
て

い
る
と
こ
ろ
は
共
通
し
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
典
型
と
も
い
え
る
の
が
劉
納

鴎
(
」
の
短
編
小
説
で
あ
る
。

短
編
小
説
集
吋
部
会
風
景
線
」
で
、
劉
は
主
に
百
貨
宙
や
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、

映
画
館
、
そ
れ
ら
が
織
り
な
す
ネ
オ
ン
の
世
界
に
注
目
し
た
。
そ
こ
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
の
は
軽
い
出
逢
い
と
誘
惑
、
恋
の
戯
れ
に
セ
ッ
ク
ス
。
愛
の
三
角
形

を
つ
く
る
の
は
い
つ
も
モ
ダ
ン
な
外
見
の

人
の
女
と
一
一
人
の
男
た
ち
で
、
彼

女
は
彼
ら
の
心
を
奪
い
、

そ
し
て
そ
れ
を
捨
て
て
立
ち
去
っ
て
い
く
。
ち
ょ
う

ど
グ
レ
タ
・
ガ
ル
ポ
の
顔
が
世
界
の
ア
イ
ド
ル
と
な
っ
て
い
た
こ
の
時
期
、
劉

の
ヒ
ロ
イ
ン
は
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
理
性
の
額
、
チ
ェ
リ
ー
の
よ
う
な
震
と
シ
ャ
l

プ
な
ギ
リ
シ
ャ
風
の
鼻
、
高
い
胸
、
鰻
の
よ
う
に
柔
軟
な
肢
体
を
も
っ
て
い
た
。

F
B

に
よ
れ
ば
、
劉
が
描
く
こ
の
よ
う
な
女
性
像
は
あ
ま
り
に
も
奇
異
で
あ

る
。
こ
の
奇
異
さ
は
円
四
時
に
「
こ
の
よ
う
な
小
説
は
一
体
ど
の
よ
う
な
文
化
基

盤
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
」
(
∞
豆
一
3
3
、
と
い
う
関
い
を
提
起
さ

せ
る
。
戸
何
回
は
い
う
。

劉
の
小
説
は
ま
っ
た
く
の
担
造
で
も
な
く
、
日
本
の
新
感
覚
派
か
ら
の
取

純
な
模
倣
で
も
な
い
。
む
し
ろ
劉
の
小
説
は
そ
れ
が
作
ら
れ
た
の
と
同
じ

文
化
的
環
境
の
、
小
説
に
よ
る
投
影
で
あ
り
、
上
海
出
版
文
化
の
他
の
ジ
ヤ
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ン
ル
と
の
直
接
的
な
関
係
性
を
も
つ
も
の
で
も
あ
る

3
Y
A
L
S
)。

劉
の
小
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
雑
誌
の
表
紙
や

川
吠
舗
な
ど
に
登
場
す
る
女

性
像
か
ら
つ
く
り
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
劉
は
ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
緩
や
東
京
モ

ガ
の
女
性
像
を
、
と
海
を
背
景
と
す
る
小
説
の
中
に
ま
で
連
れ
て
き
た
。
小
説

の
ヒ
ロ
イ
ン
遠
は
上
海
の
m
n女
が
普
段
出
入
り
す
る
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
喫
茶
店

な
ど
に
現
れ
、
ご
く
普
通
の
上
海
市
民
と
同
じ
空
間
ぞ
共
有
す
る
。
実
在
す
る

上
海
の
空
間
と
想
像
上
の
モ
ダ
ン
ガ

l

ル
が

体
{ヒ
し

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
舗
の

女
優
や
東
京
の
そ
ガ
は
上
海
の
女
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
劉
の
小
説
に
お
け
る

こ
う
し
た
置
換
は
異
国
風
の
女
と
中
限
人
の
距
離
を
縮
め
、
さ
ら
に
読
者
自
身

の
体
験
が
、
彼
の
小
説
に
よ
り
一
層
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
付
与
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
都
市
小
説
が
一
般
に
よ
く
掲
載
さ
れ
た
の
が
新
聞
紙
上
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
上
海
市
民
は
新
聞
の

一
錯
に
都
市
小
説
も
読
む
よ
う
に

な
っ
た
。
劉
と
同
じ
く
現
代
派
作
家
で
あ
っ

の
吋
時
代
ガ
i

ル
』
が

掲
載
さ
れ
た
と
き
、
熱
烈
な
読
者
は
作
者
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
手
紙
を
寄
せ
、

剣
に
質
問
し
た
。
寸
先
日
、
中
国
ホ
テ
ル
で
一
人
の

ま
し
た
。

と

(
∞
宗
一M
g
)。
ま
さ
に
こ

彼
女
が
時
代
ガ
i

ル
な
の
で
は
な
い
で
す
か

の
よ
う
な
現
実
と
幻
の
あ
い
だ
で
、
上
海
と
い
う
街
そ
の
も
の
も
、

そ
れ
が
生

み
だ
し
た
は
ず
の
都
市
文
化
と
し
て
の
小
説
に
投
影
さ
れ
、
そ
し
て
構
成
さ
れ

て
い
く
。

「
o
m
は
開
港
か
ら
都
市
の
発
展
が
国
点
に
述
す
る

九
一
一0
年
代
ま
で
に
、

租
界
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
都
市
の
公
共
空
間
と
そ
こ
を
舞
台
と
す
る
現
代
的

な
消
費
を
追
う
こ
と
で
、
都
市
上
海
の
物
質
的
側

A

出
の
ぷ
滋
怒
備
を
行
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
物
質
的
側
面
を
重
要
な
背
景
に
、
現
代
都
市
の
結
神
的
な
傑
相
を

142 

浮
き
部
り
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
た
め
に

r
g

は
出
版
文
化
と
文
化
人
の

行
動
に
焦
点
を
あ

現
代
文
化
の
編
成
の
織
を
捉
え
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し

て
…
九
三
0
年
代
に
世
界
有
数
の
大
都
市
に
数
え
ら
れ
た
上
海
の
、

コ
ス
モ
ボ

リ
タ
ン
な
現
れ
は
、
文
化
と
い
う
は
か
り
が
た
い
一
両
か
ら
分
析
さ
れ
、
上
海

が
物
質
の
み
な
ら
ず
、
文
化
の
出
で
も
多
彩
な
国
際
都
市
だ
っ
た
こ
と
を
ぷ
し

た
の
で
あ
る
。

3 

ら
露
顕
す
る
地
域
コ
ミ
ユ

テ
ィ
!

問
、
ロ
が
、
。
渋
い
い
札
前
山
ド
の
上
海
に
注
目
す
る
と
き
、
ま
ず
彼
の
目
に
入
っ

て
き
た
の
は
、
然
数
の
人
々
の
到
米
で
あ
っ
た
。

十
九
出
紀
中
川
明
、
上
海
の
人
口
は
約
五
円
万
人
で
、
そ
の
半
数
は
小
心
地
で

あ
る
上
海
県
域
に
暮
ら
し
て
い
た
。
物
流
の
小
心
地
と
し
て
の
上
海
は
、
期
人

な
ど
外
来
者
の

の
町
に
な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
当
時
の
中

し
て
お
り
、
上
海
は
中
央
政
府
か
ら
重
視
さ
れ

る
こ
と
も
な
い
、

一
地
方
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

だ
が

八
同
五
年
の
外
出
人
出
印
刷
地
の

で
上
海
の
規
鰻
は
大
き
く
変
わ

る
。
小
限
最
初
の
外
関
人
出
向
同
地
は
広
州
に
あ
っ
た
が
、
外
国
人
に
と
っ
て
排

他
的
な
広
州
は
ま
る
で
牢
獄
の
生
活
を
思
わ
せ
る
息
苦
し
さ
が
あ
っ
た
。

?主

で
は
外
山
何
人
も
気
楽
に
生
活
で
き
る
と
感
じ
た
。

の

組
問
介
は
地
-
冗
ハ
花
氏
の

る
上
海
県
城
で
は
な
く
、
外
の
荒
れ
地
に
開
拓
さ

れ
た
が
、
外
同
人
の
領
域
と
し
て
そ
の
規
読
は
広
が
っ
て
い
っ
た
。

八
五
O



年
、
公
園
や
劇
場
な
ど
も
登
場
し
、
上
海
組
問
界
の
外
国
人
は
横
民
や
カ
ル
カ
ッ

タ
で
み
か
け
る
よ
う
な
、
西
洋
人
の
典
型
的
な
ア
ジ
ア
で
の
安
楽
な
生
活
を
過

ご
し
た
。

一
八
五
一
一
一
年
、
小
刀
会
の
蜂
起
と
上
海
県
域
の
占
舗
と
い
う
政
治
情
勢
の
混

迷
が
生
じ
る
と
、
県
域
の
中
関
人
が
租
界
へ
と
大
量
に
押
し
寄
せ
、
程
界
に
暮

ら
す
中
国
住
民
は
そ
れ
ま
で
の
五
白
人
か
ら

気
に

a

二
万
人
に
ま
で
膨
れ
た
。

以
後
、
外
国
人
居
留
地
と
は
い
っ
て
も
、
住
民
の
一
枚
倒
的
多
数
は
中
国
人
と
い

う
華
洋
雑
居
の
状
態
が
始
ま
る
。
E

は
い
う
。

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
意
図
せ
ざ
る
禁
洋
混
合
が
、
k

海
宇
佐
中
国
唯

の
大

部
会
へ
と
変
貌
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
(
切
沼
一
M
M
)

準
洋
雑
居
後
、
荒
れ
地
に
生
ま
れ
た
組
界
上
海
は
上
海
保
城
を
「
出
」
市
街

地
へ
と
追
い
や
り
、
新
し
い
上
海
の
中
心
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
夢
の
大
都
会
と

し
て
欧
米
、
日
本
、
イ
ン
ド
な
ど
諸
外
国
の
富
険
家
や
芸
術
家
、
娼
婦
な
ど
を

惹
き
つ
け
た
。
さ
ら
に
租
界
の
安
定
と
中
国
国
内
の
戦
乱
の
た
め
、
租
界
を
日

指
す
中
国
人
移
民
の
勢
い
は
止
ま
る
こ
と
が
な
く
、

八
五
五
年
か
ら

九

年
ま
で
の
聞
に
、
租
界
人
口
は
五
十
倍
に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
の
九
七
%
を
中

国
人
が
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
ま
た
仕
事
と
縄
県
か
な
生
活
を
求
め
、
全
国
各
地

か
ら
上
海
へ
と
や
っ
て
く
る
人
も
跡
を
絶
た
ず

2

、

:tL 

、
ノ
存
十
こ
み
J
o
k
rト
L

f
{
\
p
z
r
v
p
u
J

寸
ヅ

海
出
身
者
は
八
五
%
に
達
し
た
。
太
平
洋
戦
争
の
数
年
を
の
ぞ
け
ば
、
上
海
の

外
国
人
人
口
は
た
し
か
に
大
き
か
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
全
市
人
口
の
三
%
を
越

え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
上
海
は
外
国
ア
ク
セ
ン
ト
の
強
い
都
市
だ
っ
た
が
、

そ
の
人
口
は
圧
倒
間
的
に
中
国
新
移
民
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

円
と
は
都
市
上
海
の
社
会
・
経
済
的
地
勢
閃
を
描
き
出
す
た
め
、
こ
こ
に
暮

ら
す
山
中
国
人
と
そ
の
生
活
を
大
き
く
三
つ
の
階
層
に
分
類
し
た
。

ま
ず
K

海
部
市
の
ト
ぃ
層
部
に
位
置
す
る
の
が
エ
リ
ー
ト
留
で
あ
る
。
中
間
悶

内
の
争
乱
を
避
け
、
上
海
へ
と
逃
げ
て
き
た
移
民
の
多
く
が
総
福
な
地
主
や
貿

易
問
、
知
識
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
上
海
で
買
弁
な
ど
の
資
本
家
主

J

や
医
者
、

弁
護
士
、
高
級
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

i
l

や
自
営
業
者
、
あ
る
い
は
作
家
(
ミ
磁

家
、
映
画
ス
タ
!
と
い
っ
た
文
化
エ
リ
ー
ト
と
し
て
、

そ
の
繁
栄
と
平
和
を
享

受
し
て
い
た
。

つ
ぎ
に
k

海
の
中
下
層
に
位
誼
し
、
つ
わ
陣
門
」
と
呼
ば
れ
る
仲
間
冒
と
宿
接

な
関
連
を
も
っ
て
い
る
の
が
「
小
市
民
」
層
で
、
こ
れ
は
大
き
く
牟

つ
の
グ
ル
l

プ
か
ら
な
る
。

つ
は
「
職
員
」
と
呼
ば
れ
る
会
社
員
や
事
務
員
、
販
売
員
な

ど
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

で
、
彼
ら
が
石
原
門
の
主
一
な
住
民
で
あ
る
。
彼
ら
と

そ
の
家
族
を
含
め
た
人
口
は
一
九
三
0
年
代
中
頃
の
k

海
市
人
口
の
約
四
O
%

(
約
一
五
O
万
人
)
を
占
め
る
。
も
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
上
海
の
工
場
で
働

く
熟
練
・
半
熟
練
工
で
、
彼
ら
の
住
居
の
う
ち
の
約
三
七
%
も
石
康
門
に
あ
っ

た
。上

海
の
最
底
辺
を
な
す
の
は
、
農
村
地
域
か
ら
逃
れ
て
き
た
農
民
が
在
倒
的

多
数
を
占
め
る
貧
留
層
で
あ
る
。
第

次
大
戦
前
後
、
t

海
で
は
工
業
が
発
展

し
、
多
く
の
仕
事
が
用
意
さ
れ
て
い
た
が
、
農
村
地
域
で
は
社
会
・
経
済
の
荒

廃
が
す
す
み
、
治
安
も
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
農
民
た
ち

は
危
険
か
ら
逃
れ
、
仕
事
務
}
得
る
た
め
に
上
海
へ
と
移
住
し
た
E
る
し
か
し

技
術
も
お
金
も
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
持
た
な
い
彼
ら
は
、
安
定
し
た
職
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や
住
居
を
も
つ
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、
都
市
の
貧
民
簡
を
形
成
す
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
こ
れ
ら
中
間
人
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
か
。

そ
れ
を
知
る
一
つ
の
手
が
か
り
が
、
彼
ら
の
住
環
境
あ
る
い
は
住
民
ス
タ
イ
ル

で
あ
る
。
上
海
を
見
渡
し
た
と
き
、
そ
こ
に
み
ら
れ
る
住
宅
は
主
に
洋
嵐
住
宅

と
盟
奔
住
宅
、
小
躍
の
よ
う
な
仮
伎
ま
い

(
出
官
認
可
)
と
い
う
三
樟
類
に
分
け

ら
れ
る
。
ま
ず

と
も
い
わ
れ
る
洋
服
住
宅
は
、
そ
の
名
の
と
お
り
歌

風
ス
タ
イ
ル
の
躍
つ
き
の
多
居
住
宅
で
あ
る
。
上
海
の
な
か
で
も
最
も
豪
華
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
基
準
か
ら
み
て
も
、
か
な
り
欝
沢
な

造
り
に
な
っ
て
い
た
。
豪
脊
な
洋
風
住
宅
は
上
海
が
誇
る
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
が
、

上
海
市
民
の
ふ
人
多
数
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く
無
縁
の
代
物
だ
っ
た
。

里
奔
住
宅
は
、
上
海
租
界
へ
移
住
す
る
中
国
人
の
急
増
に
対
山
め
す
る
た
め
、

八
七
0
年
代
か
ら
一
九
四
0
年
代
末
に
か
け
て
大
量
に
建
築
さ
れ
た
務
洋
折

の
住
宅
で
あ
る
。
煉
瓦
や
セ
メ
ン
ト
で
造
ら
れ
た
家
々
は
長
屋
の
よ
う
に
列

を
な
し
、
こ
れ
ら
家
並
み
の
聞
に
は
通
行
や
風
通
し
ゃ
」
目
的
と
し
た
細
い
路
地

が
敷
か
れ
て
い
た
。
里
奔
と
は
「
路
地
」
や
「
横
町
」
を
指
す
言
葉
で
、
こ
の

よ
う
な
造
り
を
も
っ
住
宅
を
盟
奔
住
宅
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
家
の
造
作
は

年
々
変
化
し
た
が
、
と
く
に
一
九
一
一
一
五
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
も
の
を
石
原
円
、

こ
れ
以
時
に
建
築
さ
れ
た
も
の
を
新
式
非
常
住
宅
と
い
う
。
新
式
洋
営
住
宅
に

は
石
庫
内
に
は
な
い
浴
室
や
ト
イ
レ
な
ど
の
衛
生
設
備
が
完
備
さ
れ
た
。
ま
た

石
隊
門
の
窓
枠
が
木
製
で
、
沫
は
深
紅
や
赤
褐
色
で
塗
装
さ
れ
て
い
た
の
に
対

し
、
新
式
奔
堂
は
鉄
製
の
窓
枠
と
ワ
ッ
ク
ス
で
磨
き
あ
げ
ら
れ
た
木
目
調
の
床

宇
佐
特
徴
と
し
て
い
た
。
部
の
新
式
奔
設
に
は
、
洋
風
の
庭
樹
も
設
け
ら
れ
、

「
花
園
盟
奔
」
と
も
詰
わ
れ
て
い
た
。
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仮
住
ま
い
に
は
平
一
聞
と
草
房
の

種
類
が
あ
っ
た
。
平
一
聞
は
平
屋
建
て
の
農

村
地
域
に
伝
統
的
な
住
居
で
、
上
海
の
工
場
で
働
く
労
働
者
や
貧
困
層
の
た
め

に
建
て
ら
れ
た
。

一
方
の
校
十
一
層
は
草
と
泥
か
ら
作
ら
れ
、
せ
い
ぜ
い
南
風
か
ら

身
を
守
る
控
室
度
の
住
処
で
し
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
住
宅
は
上
海
と
い
う
大
都
会
で
複
雑
に
共
存
し
、
上
海
部
市
の
生

態
凶
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。
租
界
の
西
の
方
に
は
沖
風
住
宅
や
新
式
奔
堂
住

宅
が
建
ち
並
び
、
貿
弁
な
ど
の
エ
リ
ー
ト
屈
が
優
雅
に
暮
ら
し
て
い
た
。
上
海

の
鵡
業
地
区
に
は
商
業
用
の
高
層
ビ
ル
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
石
陣
内
で
あ
る

住
居
間
建
物
が
並
ん
で
い
る
。
工
業
地
区
で
は
石
康
門
と
平
一
討
や
単
一
周
が
混
在

し
、
県
域
に
移
動
す
る
と
い
伝
統
的
な
中
国
式
の
民
間
、
宅
問
や
第
一
聞
が
み
ら
れ

る
が
、
最
も
多
い
の
は
石
康
円
だ
っ
た
。
租
界
の
周
縁
地
域
に
は

九
二
O
年

代
か
ら
戦
乱
や
飢
鎮
の
た
め
に
上
海
へ
と
脱
出
し
て
き
た
農
民
屈
を
中
心
に
し

た
ス
ラ
ム
地
区
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
平
民
や
何
十
一
聞
が
最
も
一
川
般
的

で
、
石
康
門
住
宅
が
わ
ず
か
に
点
在
し
て
い
る
。

以
上
の
上
海
限
か
ら
は
、
上
海
の
中
下
層
を
な
す
小
市
民
の
暮
ら
す
石
康
問

が
、
上
海
で
最
も
普
遍
的
で
、
最
も
誌
く
分
布
す
る
住
宅
だ
っ
た
こ
と
が
分
か

マA
V
O戸
口

こ
の
樹
企
業
と
住
宅
地
が
混
在
し
た
場
所
は
、
近
代
上
海
の
商
業

文
化
に
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
(
ω
Z
沿
い
∞
)

に
は
.
石
庫
内
と
新
式
忠
洋
が
あ
る
が
、
E

が
語
る
の
は
石
原
門
の
ス



ト

i

リ
ー
で
あ
る
。
禁
洋
雑
居
は
租
界
の
不
動
産
業
の
道
を
拓
き
、
中
国
に
お

け
る
近
代
的
な
不
動
産
業
の
始
ま
り
も
意
味
し
て
い
た
。
市
場
を
見
越
し
た
大

規
模
な
住
宅
建
造
と
競
売
は
西
洋
人
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
新
し
い
商
行
為

で
、
投
ら
の

で
進
め
ら
れ
、
中
国
人
ち
そ
れ
に
投
資
し
た
。

一
九
四
O
年

の
末
、
上
海
に
み
ら
れ
た
住
宅
の
七

%
が
盟
雰
住
宅
で
、
初
期
の
型
奔
は
す

ベ
て
石
原
門
虫
弄
だ
っ
た
。

「
塁
」
あ
る
い
は
「
妨
」
は
中
国
の
都
市
に
お
い
て
は
近
隣
関
係
の
基
本
単

位
を
表
す
一
言
葉
で
、
虫
弄
に
は
十
棟
か
ら
な
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
百
棟
も
あ
る

も
の
ま
で
段
々
で
あ
る
。
各
一
戸
は
一
世
帯
単
位
で
設
計
さ
れ
た
が
、
k

海
の
地

価
と
人
日
常
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
出
来
る
だ
け
沢
山
の
人
が
住
め
る
よ
う
に

部
川
肢
は
改
装
さ
れ
て
い
る
。
ま
と
ま
っ
た
お
金
を
用
意
し
て
家
主
と
直
接
賃
黛

契
約
を
結
ん
だ
人
間
が

と
し
て
、
家
の
中
の
何
部
屋
か
を
又
貸

し
し
て
生
計
を
た
て
る
の
も

般
的
で
、

一
位
帯
用
の
家
に
数
世
帯
が
住
ん
で

い
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。

に
暮
ら
す
第
二
家
主
と
そ
の
客
の
出
身

地
や
職
業
、
背
景
は
機
々
で
、
こ
れ
は
上
海
租
界
で
は
中
日
間
中
央
政
府
の
影
響

が
弱
か
っ
た
た
め
、
住
居
の
移
動
が
比
較
的
容
易
だ
っ
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
。

ゆ
え
に
里
弄
で
は
血
縁
や
地
縁
を
紐
帯
と
す
る
よ
う
な
伝
統
的
な
共
肉
体
は
み

ら
れ
ず
、
長
年
、
隣
人
と
し
て
暮
ら
し
て
い
て
も
本
名
も
知
ら
ず
、
挨
拶
も
し

な
い
と
い
う
の
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
狭
い
住
居
で
綾
数
世

帯
が
雑
居
し
て
い
れ
ば
、
嫌
で
も
顔
は
あ
わ
せ
る
。
に
わ
か
雨
が
降
れ
ば
隣
り

の
お
婆
さ
ん
が
洗
濯
物
を
取
り
込
み
、
一
良
の
暑
い
夜
に
は
皆
が
空
き
地
に
卓
や

椅
子
を
お
い
て
囲
碁
や
ト
ラ
ン
プ
、
胡
弓
を
楽
し
む
。
共
同
の
炊
事
場
で
は
主

婦
た
ち
が
毎
日
噂
話
に
花
を
咲
か
せ
、

日
常
茶
飯
事
の
よ
う
に
略
嘩
を
繰
り
返

す
。
石
康
問
に
は
中
国
に
伝
統
的
な
共
同
体
は
存
在

l

な
か
っ
た
が
、
独
特
の

共
同
体
が
こ
こ
に
は
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

石
康
門
住
宅
で
の
生
活
は
毎
朝
お
ま
る
を
洗
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
中
国
で

最
も
モ
ダ
ン
な
町
で
、
ス
ラ
ム
の
貧
民
に
比
べ
れ
ば
ず
っ
と
豊
か
な
暮
ら
し
を

し
て
い
る
小
市
民
も
、
依
然
と
し
て
伝
統
的
な
お
ま
る
を
使
っ
て
い
た
。
と
は

い
う
も
の
の
、
肥
え
車
が
去
っ
た
あ
と
に
は
、
彼
ら
小
市
民
は
比
較
的
、
恵
ま

れ
た
便
利
な
生
活
を
満
喫
で
き
た
。

は
玄
関
ま
で
開
く
サ
ー
ビ
ス
が
数
多
く
あ
っ
た
。
散
髪
や
家
具
の
修

理
、
生
活
道
具
や
食
べ
物
の
行

a河
川
な
ど
。
行
商
人
は
物
語
を
語
り
、
歌
も
得
意

な
天
才
的
な
広
告
宣
伝
良
で
、

そ
の
売
り
声
は
盟
奔
に
深
夜
ま
で
響
き
渡
る
。

上
海
の
夜
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
も
の
だ
け
で
は
な
い
。

で
は
疫
食
を
売
る

の
も
生
活
の

コ
マ
で
あ
る
。

ま
た
里
一
奔
は
た
だ
住
む
だ
け
の
世
界
で
は
な
く
、
住
居
と
'
剖
ぷ
ん
と
が
ミ
ッ
ク

ス
さ
れ
た
空
間
で
も
あ
る

7
v
o

盟
奔
住
宅
で
は
通
り
に
面
し
た
家
の
リ
ビ
ン

グ
が
よ
く
店
舗
と
し
て
使
わ
れ
る

5
0

こ
の
よ
う
な
立
地
条
件
の
家
を
措
り

る
人
は
普
通
、
二
階
を
家
族
の
住
居
空
間
に
し
、

一
階
に
お
店
を
構
え
た
。
こ

う
す
る
こ
と
で
、
上
海
で
産
出
す
る
住
宅
と
雇
用
の

つ
の
問
題
を
一
挙
に
解

決
で
き
た
。
そ
し
て
盟
奔
に
開
い
た
店
に
や
っ
て
く
る
客
の
多
く
が
、
思
奔
に

暮
ら
す
近
所
の
住
誌
だ
っ
た
。
彼
ら
は
臼
常
生
活
で
最
も
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
、
自
宅
か
ら
わ
ず
か
数
歩
の
距
離
の
と
こ
ろ
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。の

入
り
口
に
は
大
抵
、
理
紙
店
が
店
を
構
え
て
い
た
。
煙
草
と
ち
り
紙

を
売
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
つ
い
た
お
店
は
一
九
三

O
年
に
は
約
一
五
0
0
軒
、
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一
一
一
七
年
に
は
一
一
一
岡
山

O
O
軒
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
ほ
か
に
、
砂
糖
や
塩
と
い
っ

た
謁
味
料
な
ど
臼
用
品
も
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
。

盟
奔
に
は
他
に
も
米
露
や
石
炭
店
、
八
百
展
、
洋
裁
出
な
ど
多
く
の
店
が
軒

を
連
ね
た
。
た
と
え
ば
石
炭
店
。
上
海
は
世
界
で
も
い
ち
早
く
ガ
ス
を
導
入
し

た
が
、
そ
の
普
及
率
は
抵
く
、

一
九
四
九
年
当
時
、
ガ
ス
を
利
用
で
き
た
の
は

一
般
家
庭
の
約
二
割
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
。
家
庭
で
関
わ
れ
る
主
な
燃
料
は

三
十
年
代
初
め
ま
で
は
木
炭
で
、
以
降
、
石
炭
に
変
わ
っ
た
〈

9
)
O

夫
が
経
営

し
、
妻
子
が
そ
れ
を
支
え
る
家
族
ぐ
る
み
の
石
炭
店
は
ど
こ
の
里
奔
に
も
あ
る

商
売
の
一
つ
だ
っ
た
。

そ
し
て
洋
裁
由
。
東
洋
の
パ
リ
と
呼
ば
れ
た
上
海
は
服
装
で
人
を
判
断
す
る

面
が
あ
る
。
中
山
服
と
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
を
生
み
出
し
た
上
海
は
、
新
し
い

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
感
覚
の
発
信
地
で
も
あ
っ
た
。
暗
躍
蒙
の
背
広
に
、
朋
街
の
女

性
服
な
ど
数
々
の
有
名
メ
ー
カ
ー
が
上
海
に
店
を
構
え
て
い
た
。
し
か
し
上
海

の
小
市
民
は
普
段
そ
う
し
た
有
名
店
で
は
な
く
、
型
以
弁
の
洋
裁
誌
を
利
用
し
て

い
た
布
石
さ
ら
に
洋
服
代
を
節
約
し
よ
う
と
す
る
人
々
は
臼
分
で
洋
服
を
作
っ

て
い
た
。
戸
口
は
い
う
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
街
・
上
海
。
そ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
ス
の
革
新
に
は
、

単
に
有
名
専
門
店
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
だ
け
で
な
く
、
盟
奔
の
数
多
く
の
小
さ

な
洋
裁
店
、
そ
し
て
沢
山
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
お
針
子
も
関
わ
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
(
∞
之
一M
3
)

あ
る
調
査
で
は
問
一
一
一
六
人
の
上
海
人
の
う
ち五
七
人
が
自
分
で
服
を
作
り
、

o
m
m人
が
裁
縫
を
頼
み
、
四
六
人
は
田
舎
か
ら
持
参
し
た
服
を
着
て
い
る
と
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い
う
結
果
が
で
た
。
こ
こ
に
は
上
海
の
モ
ダ
ン
な
イ
メ
ー
ジ
と
の
距
離
が
あ
り
、

中
低
階
層
の
抱
え
る
ジ
レ
ン
マ
が
見
ら
れ
る
。
公
共
の
岡
崎
で
面
子
は
守
り
た
い

が
、
流
行
に
乗
る
ほ
ど
の
経
済
力
は
な
い
。
ア
マ
チ
ュ
ア
の
お
針
子
に
な
っ
て

洋
昭
生
地
を
買
い
に
行
き
、
山
地
口
問
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
雑
誌
を
み
な

が
ら
臼
信
作
を
縫
い
上
げ
て
い
く
。
上
海
の
モ
ダ
ン
な
装
い
は
南
京
ロ

i

ド
の

目
貨
店
ゃ
、
そ
こ
に
麗
一
ぶ
さ
れ
る
数
々
の
柏
米
口
聞
か
ら
だ
け
で
な
く
、

暮
ら
す
多
く
の
中
国
人
に
よ
っ
て
も
積
極
的
に
創
り
だ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

つ
者
虎
祉
を
取
り
ト
ぃ
げ
、

円
と
は
ま
た
型
奔
で
最
も
一
般
的
な
店
の

モ

ダ

ン
都
市
上
海
の
顔
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
。
老
虎
仕
と
は

日
中
お
湯
を
提
供

す
る
専
門
店
の
こ
と
で
、
給
湯
設
備
が
前
後
っ
て
い
な
か
っ
た
堅
弄
の
住
民
に
と
っ

て
、
こ
れ
は
非
常
に
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
{
日
o

そ
の
た
め
老
虎
祉
は

上
海
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

;L 

ド
十
ザ
」
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、
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一
九
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一
八
年
に

事i

九
三
六
年
に
は
二
千
軒
以
上
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
里
奔
の
住
民
は
老
虎
仕
で
お
茶
一
口
を
楽
し
み
、
に
な
れ
ば
銭
湯
と

し
で
も
親
し
ん
で
い
た
っ

H
Lロ
が
と
く
に
一
在
日
す
る
の
は
、
老
虎
祉
の
茶
嵐
と

し
て
の
役
割
で
あ
る
。

茶
山
肢
は
中
閣
の
伝
統
的
な
都
市
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
ど
ん
な
に

小
さ
な
地
方
都
市
で
も
茶
障
が
な
い
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
一
般
的
だ
っ

た
。
だ
が
モ
ダ
ン
都
市
上
海
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
パ
ー
な
ど
が
数
多
く
店
を
構

え
て
い
た
た
め
、
茶
尿
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
た
と
い
う
の
が
定
説
だ
っ
た
。

九
三
一
一
年
に
発
行
さ
れ
た
「
上
海
指
南
」
の

で
も
、
市
内
の
レ
ス
ト
ラ

ン
に
つ
い
て
は
ト
円
頁
に
も
わ
た
っ
て
紹
介
さ
れ
た
が
、
茶
川
崎
に
つ
い
て
は
た
っ



た
の
五
行
し
か
な
か
っ
た
。
編
集
者
は
上
海
の
モ
ダ
ン
を
裏
づ
け
る
か
の
よ
う

に
こ
う
書
き
記
し
て
い
た
。
「
上
海
で
は
、

は
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な
い
の

だ
い
と
。

円k
z
に
と
っ
て
こ
れ
は

つ
の
接
関
だ
っ
た
。
中
国
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の

地
域
で
見
ら
れ
る
茶
屋
が
、
ト
L
海
が
完
全
に
近
代
化
さ
れ
「
開
洋
化
」
さ
れ
た

た
め
に
消
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
円

k
z
は
こ

の
問
い
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

老
虎
祉
の
物
語
は
我
々
に
、
そ
の
答
え
は
ノ
ー
だ
と
教
え
て
く
れ
る
。
茶

協
は
上
海
に
生
き
残
っ
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
老
い
児
位

ム
」
い
'
つ

形
で
復
活
を
遂
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
(
∞
Z
一
M
ま
)

E

は
老
虎
仕
の
物
語
か
ら
、
ヒ
海
部
市
を
つ
く
っ
て
い
る
も
の
は
西
洋
や

モ
ダ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
や
そ
の
伝
統
で
も
あ
る
の
だ
と
主
張
す
る
。
だ

が
同
時
に
、
里
奔
に
生
ま
れ
た
老
虎
祉
は
中
閣
の
い
い
統
的
な
茶
屋
と
は
必
ず
し

も
一
致
し
な
い
。
老
虎
仕
は
中
間
の
他
の
ど
の
都
市
で
も
な
く
、
四
洋
モ
ダ
ン

の
香
り
漂
う
上
海
租
界
を
背
景
に
し
て
初
め
て
誕
生
し
え
た
。
そ
し
て
そ
れ
は

挙
洋
雑
居
、
住
題
視
合
の
里
奔
と
そ
こ
に
暮
ら
す
上
海
小
市
民
吉
身
に
つ
い
て

も
ま
た
例
外
で
は
な
い
。

の
商
店
か
ら
小
市
民
の
生
活
に
せ
ま
っ
た
戸
立
の
視
線
は
さ
ら
に

に
ほ
ど
近
い
、
野
菜
な
ど
を
扱
っ
た
食
料
品
市
場
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。
と
い

う
の
も
盟
斧
の
人
々
は
行
商
な
ど
だ
け
で
な
え
市
場
も
よ
く
利
用
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

最
初
に
で
き
た
市
場
は
一
八
六
一
年
の
寧
興
市
場
で
、

八
七

年
か
ら
は

八
仙
橋
市
場
な
ど
も
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
。
八
的
橋
市
場
で
は
中
国
と

西
洋
両
方
の
品
物
が
手
に
人
り
、
禁
洋
市
場
と
も
呼
ば
れ
た
。

一
九
三
七
年
八

月
に
は
ト
し
海
に
大
小
限
九
も
の
市
が
た
つ
て
い
た
。

上
海
の
人
々
は
家
庭
料
理
の
こ
と
を
小
菜
と
呼
ぶ
が
{
;
開
港
後
、
会
問

そ
し
て
全
世
界
か
ら
会
文
化
が
集
ま
っ
て
き
た
上
海
で
は
、
こ
の
小
菜
の
姿
は

大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
豊
富
な
食
品
を
提
供
す
る
市
場
を
背
景
に
、
上
海

人
の
主
食
は
織
物
性
食
品
か
ら
動
物
性
食
品
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

k

海
工

い人
たの

己主
ぎ食

をま
みた
た移
と

民き
の

沼T z. 
k JL 

宅設
思 j天
空況
呈は
荏 i現
B矢ム

構か
/Jx に
員他
のの

申 i百I
身よ
地り
がす
パぐ
ラ n
パて

ラ
で
、
そ
れ
が
ま
た
上
海
の
食
卓
に
彫
響
を
与
え
た
。
料
理
を
準
備
す
る
嫁
か

ら
見
る
と
、
弱
は
蘇
北
、
姑
は
寧
波
、
母
は
広
東
、
ハ
え
は
関
川
と
い
う
パ
タ
ー

ン
は
珍
し
く
な
い
。
家
族
全
員
の
舌
を
満
足
さ
せ
る
た
め
、
嫁
は
各
地
の
食
材

が
集
ま
る
市
崎
へ
出
か
け
、
食
事
の
仕
度
を
す
る
。
そ
れ
は
経
宋
湯
と
い
う
ロ

シ
ア
嵐
ス
i

プ
も
取
り
入
れ
た
地
域
色
、
同
期
諜
色
豊
か
な
上
海
家
庭
料
理
。
家

族
が
臨
む
食
卓
に
は
俗
池
の
殺
り
が
残
る
ヒ
海
一
請
が
飛
び
交
う
。
上
海
家
庭
料

理
を
味
わ
い
、
上
海
語
と
い
う
新
し
い
言
葉
を
操
る
里
奔
の
小
市
民
は
、
こ
の

料
理

の
創
始
者
で
も
あ
る
の
だ
。

住
空
間
と
商
業
空
間
の
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
盟
奔
と
そ
れ
に
近
接
す
る
市
場
と

い
う
世
界
を
通
し
て
、
宮
は
上
海
部
市
に
遍
在
す
る
商
業
性
を
明
ら
か
に
す

る
。
そ
し
て
都
市
上
海
の
姿
に
さ
ら
に
接
近
し
て
い
く
た
め
、
ぎ
は
盟
売
を

市
中
心
と
し
た
小
市
民
の
生
活
世
界
だ
け
で
な
く
、
そ
の
現
縁
に
広
が
る
ス
ラ
ム

で
の

の
生
活
に
も
日
を
向
け
る
。
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一
九
.
ヱ
ハ
年
、
上
海
で
は
五
万
一
円
以
上
の
ス
ラ
ム
住
宅
に
一

の
住
民
が
暮
ら
し
て
い
た
さ
o

問
八
年
に
は
七
万
世
帯
、
約
一
0
1
三
O
万
人

。
万
人
が
ス

ラ
ム
で
生
活
し
、
そ
の
数
は
上
海
人
口
の
一
割
を
占
め
て
い
た
。
ス
ラ
ム
の
貧

民
が
享
受
で
き
る
都
市
の
メ
リ
ッ
ト
は
微
少
だ
っ
た
が
、
生
活
の
国
間
難
が
彼
ら

を
こ
の
地
か
ら
離
れ
さ
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
農
村
危
機
に
よ
っ
て
暮

ら
せ
な
く
な
っ
た
彼
ら
の
故
郷
の
家
族
た
ち
ま
で
も
が
、
上
海
を
目
指
し
て
次
々

と
や
っ
て
く
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
都
市
貧
民
層
の
代
表
絡
が
人
力
車
夫
で
あ
る
。
車
夫
に
な
る
の
は

主
に
江
蘇
北
部
出
身
の
農
民
で
、
肉
体
労
働
し
か
売
り
物
の
な
い
彼
ら
に
は
、

こ
の
臨
売
は
生
活
を
支
え
る
重
要
な
手
段
だ
っ
た
品

v
o

な
に
よ
り
人
力
車
の
仕
事
は
上
海
に
米
た
農
民
を
都
市
住
民
へ
と
変
え
て
い
く

と
い
う
意
味
で
非
常
に
興
味
深
い
。
字
が
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
彼
ら
は
上
海
市

内
を
走
り
回
る
う
ち
に
、
通
り
の
名
前
を
覚
え
、

の
英
語
も
話
せ
る
よ
う

に
な
る
。
人
力
車
夫
は
毎
日
た
く
さ
ん
の
人
と
接
触
し
、
街
の
様
々
な
情
報
を

把
握
で
き
る
た
め
、
長
い
時
間
機
械
に
向
か
う
工
人
よ
り
ず
っ
と
部
会
的
で
あ

る
。
客
と
交
渉
し
、
自
分
の
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
売
る
彼
ら
の
姿
は
都
市
に

米
た
農
民
と
い
う
よ
り
、
実
業
家
や
行
い
曲
者
と
同
じ
鶴
売
人
へ
と
変
貌
し
て
い

る
。
そ
れ
は
農
村
で
の
生
活
世
界
と
は
大
き
く
隔
た
り
、
彼
ら
の
行
動
も
上
海

の
商
業
世
界
と
賄
業
文
化
を
成
り
立
た
せ
る
煉
瓦
の

つ
に
な
っ
て
い
く
。

入
力
添
犬
は
貧
隠
居
に
属
す
が
、
上
海
小
市
民
の
予
備
軍
で
も
あ
る
。

ス
vフ

ム
か
ら
脱
出
し
五
康
門
に
入
居
し
て
、
本
当
の
市
民
生
活
を
送
る
の
が
彼
ら
の

で
あ
る
。
上
海
人
力
車
瓦
助
連
盟
は
彼
ら
と
そ
の
家
族
の
た
め
、
無
料
で
教

育
を
受
け
ら
れ
る
学
校
を
九
つ
建
設
し
た
。
教
育
は
そ
の
子
弟
を
貧
悶
か
ら
脱

出
さ
せ
る
一
綾
の
望
み
と
な
る
。
こ
う
し
て
ス
ラ
ム
に
暮
ら
す
人
力
車
夫
の
世
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界
の
操
は
、
上
海
部
市
で
の
い
拘
売
と
生
活
に
よ
っ
て
、

の
小
市
民
世
界
の

環
へ
と
開
か
れ
て
い
く
。

以
上
の
よ
う
な
戸
口
の
議
論
か
ら
、

そ
の
焦
点
が
石
康
問
で
の
小
市
民
の

活
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
芯
庫
門
は
生
活
、
働
き
、
娯
楽
を
用
意
す

る
城
の
中
の
域
。
そ
の
域
の
主
と
な
る
の
は
、
外
国
人
で
は
な
く
、
租
界
へ
の

中
国
移
民
、
と
く
に
最
初
は
上
海
県
域
か
ら
の
移
民
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
入

屈
に
よ
っ
て
、
上
海
の
組
問
介
は
県
城
や
中
国
の
的
の
都
市
が
培
っ
て
き
た
中
国

の
色
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
る
。

石
康
問
の
物
語
を
小
心
に
し
た
・
.
0世
紀
前
半
の
上
海
小
市
民
の
生
活
は
、

ネ
オ
ン
を
超
え
て
、
も
う
一
つ
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
肱
い

光
を
放
つ
ネ
オ
ン
の
影
に
、
上
海
の
あ
ら
ゆ
る
区
域
に
浸
透
し
、
そ
の
土
地
を

大
き
く
領
有
す
る
否
時
仲
間
ハ
が
広
が
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

土
問
査
一
口

忠
山
中
田
宮
崎
ロ

円
以
上
、
宮
?
と
円
と
の
若
作
を
社
会
学
の
視
点
か
ら
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
上
海
の
異
な
る
画
像
に
遭
遇
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

つ
は
、
近
代
的
、

西
洋
的
な
文
化
の
、
在
大
な
感
覚
器
官
と
仲
介
に
な
っ
て
い
っ
た
コ
ス
モ
ポ
リ

ス
と
し
て
の
上
海
。
も
う

つ
は
、
中
閣
の
小
都
市
と
の
親
縁
性
を
持
つ

か
ら
広
げ
て
い
っ
た
地
域
コ
ミ
A

ニ
テ
ィ
!
と
し
て
の
上
海
。
と
同
時
に
、
こ

の
二
つ
の
画
像
に
映
っ
た
上
海
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
民
洋
或
い
は
中
間
的
な
色
が



よ
り
鮮
明
に
な
る
も
の
の
、
と
も
に
西
洋
と
中
間
、
ま
た
中
関
各
地
の
文
化
が

融
合
さ
れ
て
生
ま
れ
た
新
し
い
空
間
で
も
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。

「
上
海
と
い
う
街
自
体
が
旧
と
新
、
山
中
国
と
西
洋
の
対
照
が
提
供
し
た
」
と

円
四
四
が
述
べ
た
が
お
宗
一
寸
)
、一
方
官
が
こ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

も
し
上
海
が
二
つ
の
文
化
i
i
|

西
洋
と
中
国
1
1
1

が
出
逢
い
、
し
か
も
そ

の
い
ず
れ
か
に
屈
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
場
所
だ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
両
者
が
ま
っ
た
く
譲
り
あ
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、

い
ず
れ

の
文
化
も
驚
く
べ
き
張
力
を
示
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の

結
合
こ
そ
が
、
多
く
の
人
々
を
虜
に
し
た
、
上
海
の
魅
力
を
生
み
だ
し
た

の
で
あ
る
。
(
凶
Z

一M
3
)

上
海
を
描
く
の
に
、
宮
町
は
文
化
人
の
行
為
に
注
目
し
、
文
化
人
の
営
み
を

過
し
て
一
般
市
畏
の
動
き
も
示
さ
れ
た
。

一
方
円
と
は
、
市
民
特
に
そ
の
中
堅

で
あ
る
上
海
小
市
民
の
臼
常
生
活
を
再
現
す
る
。
二
人
の
議
論
の
重
点
が
違
っ

た
が
、
と
も
に
近
代
都
市
上
海
を
現
場
の
人
々
の
生
き
ら
れ
た
世
界
と
し
て
描

き
出
そ
う
と
し
、
上
海
に
お
け
る
西
洋
と
中
国
の
要
素
の
置
換
し
な
い
結
合
を

強
調
し
、
こ
の
よ
う
な
上
海
を
見
事
に
定
着
さ
せ
た
様
々
な
影
響
の
中
、
な
り

よ
り
無
規
で
き
な
い
力
は
上
海
住
民
の
相
互
行
為
で
あ
る
こ
と
に
導
く
。

上
海
住
民
の
行
為
は

つ
の
近
代
化
と
い
う
重
大
な
歴
史
変
動
の
中
の
生
活

体
験
で
も
あ
る
。
雑
誌
経
営
者
、
作
家
、
人
・
丹
車
夫
、
裁
縫
、
主
婦
、
ダ
ン
ス

ガ
ー
ル
な
ど
、
人
々
が
近
代
化
を
経
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
不
問
な
適
応
の
記
銭

が
残
っ
た
。
彼
ら
の
体
験
は
結
局
一
つ
の
か
つ
て
な
い
カ
ル
チ
ャ
ー
に
導
い
た
。

そ
れ
は
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
共
生
す
る
モ
ダ
ン
上
海
の

都
市
文
化
。
そ
の
変
化
を
読
む
こ
と
が
で
き
て
、
上
海
は
い
か
に
今
の
上
海
と

に
た
ど
り
つ
い
た
の
か
、
今
の
上
海
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
失
い
、
ど
の
よ
う

な
課
題
を
未
だ
残
っ
て
い
る
の
か
を
一
層
分
か
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

注
(
1
)台
湾
生
ま
れ
日
本
育
ち
。
青
山
学
院
大
学
と
慶
応
火
学
で
文
学
を
専
攻
。
日
本

の
新
感
覚
派
を
二
0
年
代
後
半
に
い
ち
早
く
上
海
に
紹
介
。

(
2
)
上
海
郊
外
に
移
住
し
市
内
の
工
場
で
働
く
機
会
を
待
つ
農
民
も
少
な
く
な
か
っ

た
。
彼
ら
は
工
場
勤
務
よ
り
も
郊
外
の
農
村
で
従
来
ど
お
り
の
仕
事
に
就
く
パ

タ
ー
ン
に
変
わ
っ
た
。

(
3
)中
国
銭
荘
で
働
い
た
の
ち
銀
行
に
勤
務
す
る
伝
統
業
界
か
ら
の
転
向
級
で
あ
り
、

実
業
家
で
も
あ
る
。
一
冗
地
主
は
上
海
で
不
動
産
業
や
紡
績
業
な
ど
に
投
資
す
る

資
本
家
に
変
身
し
た
。
主
に
広
東
と
江
南
の
移
民
に
よ
っ
て
、
上
海
民
族
工
商

業
の
基
礎
が
作
ら
れ
た
。

(
4
)
上
海
人
口
の
一
割
程
度
。
全
国
で
上
海
が
一
番
多
い
。
キ
リ
ス
ト
教
教
育
や
留

学
経
験
が
あ
り
洋
一
努
で
議
ら
し
、
事
業
投
資
も
す
る
。

(
5
)
経
済
状
況
は
資
産
家
と
比
絞
に
な
ら
な
い
が
生
活
は
裕
福
で
文
化
人
の
上
勝
。

他
の
文
化
人
、
例
え
ば
学
子
間
文
人
は
店
員
の
収
入
と
ほ
ほ
同
じ
。
石
康
門
で

暮
ら
し
精
神
的
に
は
エ
リ
ー
ト
に
属
す
。

(
8
)
中
国
で
は
社
会
的
・
文
化
的
な
泌
で
都
市
と
農
村
に
明
白
な
区
別
は
な
か
っ
た

が
、
ニ
O
世
紀
以
降
進
展
し
た
現
代
化
と
工
業
化
に
よ
り
都
市
は
農
村
に
優
越

す
る
存
在
に
な
る
。
両
者
の
迷
続
性
は
差
m共
性
に
代
わ
ら
れ
、
そ
の
格
差
も
急

速
に
拡
大
。
と
く
に
現
代
化
と
工
業
化
の
最
先
端
を
い
く
上
海
は
懐
れ
の
地
に

変
わ
っ
た
。
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一
九
四
六
年
以
前
、
六
百
軒
あ
っ
た
印
刷
刷
工
場
と
本
原
の
う
ち
半
分
は
恋
奔
に

あ
っ
た
。
南
京
ロ
i

ド
近
く
の
忠
洋
の
銭
荘
は
小
規
模
だ
が
金
融
都
市
に
武
献
。

問
。
年
末
、
半
数
の
ホ
テ
ル
は
型
先
に
あ
っ
た
。
印
式
市
弁
に
は
学
校
、
診
療
所
、

弁
講
師
州
市
苧
務
所
、
銭
湯
も
あ
る
。

(
8
)内
山
完
造
の
本
躍
は
隣
接
す
る
二
つ
の
リ
ビ
ン
グ
を
使
っ
た
。

(
9
)
一
九
八
O
年
当
時
で
も
丘
一
%
の
家
ほ
が
石
炭
コ
ン
ロ
を
使
っ
て
い
た
。

(
ω
)
一
九
四
六
年
に
裁
縫
遠
出
に
九
円
以
録
さ
れ
て
い
た
間
二O
軒
の
店
銚
で
、
二
パ
〉
五

。
名
の
お
鈴
子
が
働
い
て
い
た
。

(
日
)
こ
れ
は
給
湯
設
備
の
怒
っ
た
洋
一
院
で
は
必
姿
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
し
、

筒
十
や
木
で
造
ら
れ
た
小
田
肢
が
密
集
す
る
ス
ラ
ム
地
院
で
は
防
災
土
問
題
が
あ
る

た
め
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

(
ロ
)
考
虎
祉
は
し
ば
し
ば
焼
餅
店
の
隣
に
あ
る
。
朝
と
夕
方
、
焼
餅
を
食
べ
な
が

ら
お
茶
を
飲
む
こ
と
は
日
常
的
な
光
景
だ
っ
た
。

(
日
)
フ
ラ
ン
ス
料
理
は
大
菜
と
呼
ば
れ
た
。

(
凶
)
一
九
四
0
1
間
二
年
の
北
京
・
上
海
・
愛
媛
の
比
絞
謝
お
は
に
よ
れ
ば
、
上
海
は

卵
、
魚
、
肉
な
ど
の
栄
養
娯
取
は
十
三
・
二
%
、
北
京
は
三
・
…
%
。
一
環
慶
工

人
の
食
費
は
上
海
工
人
の
閉
五
・
七
%
に
す
き
な
い
。

(
お
)
絞
初
の
ス
ラ
ム
は
二

0
年
代
に
形
成
。
こ
の
界
線
は
録
州
川
沿
い
の
工
場
区
域

で
も
あ
っ
た
。
電
気
も
な
く
、
公
共
水
道
は
一
一
筒
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

住
民
は
一
万
人
も
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
生
活
問
水
に
緑
川
川
河
の
臭
い
水
を

利
用
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

(
凶
)
収
入
は
工
人
よ
り
低
い
が
、
農
繁
期
に
故
郷
に
一
反
り
、
農
作
業
を
手
伝
っ
て
い

た
半
都
市
人
の
者
に
は
働
く
時
間
が
'
凶
山
に
決
め
ら
れ
る
こ
と
も
大
き
な
メ
リ
ヴ

ト
と
な
っ
て
い
た
。

(
7
)
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A Cosmopolis Grows Together with a Local Community 

: The Birth of Modern Shanghai as a Key 

Ye WANG 

With the opening of the port in 1843 as a tuming point, the foundation of modem life began. 

In th巴 1930s， Shanghai became one of the biggest cities in the world. Such a miraculous trace has 

attracted much discussion. Shanghai study became vivid since 1 ヲ 80s. ln sociological field however 

no big results were recognized. 

This paper picks up two historian's works , Lee, Leo Ou-Fan, Shanghai Modern: The Flowering 

ofa New Urban Cultllre in China 1930-1945, and Lu Han-Chao, Beyond the Neon Light:Eνerγday 

Shanghai in the Early Twentieth Centllry. Lee studied how the city Shanghai influenced the spirit 

life of its residents. The life style developed from the settlement, which involved the wall city and 

finally formed the Shanghai urbanism. While Lu noticed the local community, which started from 

the wall city, thus putting settlement on the extended line. 

Rebuilding their works from a sociological point of view, we meet two contrasting images of 

Shanghai, a cosmopolis with a big organ to feel the westem culture and a local community with a 

big closcness to other small cities in China. Although the Shanghai taken in these two pictures has 

an either westem or chinese color, it's the novel spacc produced by thc mix among the westem 

and chinese, also various chinese local cultur巴s.

Th巴 detail discussion of Lee and Lu may be different. 80th show Shanghai as a world for 

people to live in and come to the conclusion that among the influences helped the establishment 

of the modem Shanghai, the powcr of the action and interaction of Shanghai residents can't be 

ignored. We see how Shanghai developed, we understand what is lost and what is still unresolved. 

Key Words: public space, cosmopolis, linong (the alleyway house), local community, symbiosis 
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